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心不全に至るおそれのある心臓の病気「大動脈弁狭窄症」。散歩
の距離が短くなった、家庭菜園や除雪の範囲が狭くなったなど、
以前はできた行動ができなくなったら、それは大動脈弁狭窄症の
サインかもしれません。そこで、大動脈弁狭窄症の気づきにくい
症状や見逃さないためのポイント、治療法について北海道の地域
医療を支える大動脈弁狭窄症の専門医にお話をうかがいました。
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くわしい検査や治療の方法、お近くの専門医のいる病院などをご紹介しています。また、オンライン
フォーラムで武田鉄矢さん（歌手・俳優）が語る心臓弁膜症に関する動画コンテンツもご覧いただけます。
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図1 : 心臓の構造

図2：大動脈弁狭窄症の治療方法

カテーテル治療
（TAVI）

タビ保存的
治療

定期
検査

弁膜症チームによる
治療方針の決定

断
診

療
治
術
手

開胸手術
（SAVR）
エスエーブイアール


